








開発目標
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2026年度中間目標

①試作機の完成
②AI解析手法の確定
③④実験・検証による校正・教師データ収集

2028年度最終目標（参考）

① 実機完成と現地実証，精度確認

②～④AI解析ソフトの実証，適用限界整理

→0.01～1m/sの層流～乱流に対応
(φ500mmで約100～1万L/minの検知精度)





















まとめ
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• 流向流速計の試作機，室内実験装置を作成

• CFD教師データに基づくニューラルネット

ワークにより，流速・流向を高精度に推定  

可能なアルゴリズムを構築

• 今後は，実験データによる再学習を通じて，

実測データに基づく流向・流速推定アルゴリ

ズムへ改良



ご清聴ありがとうございました
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